
2019年度ビオトープ出前授業について（紹介） 

 

町田市では2019年度から、市内の学校を対象にビオトープを使った出前授業を始めました。 

2019年度は小中一貫ゆくのき学園（大戸小学校）、町田第五小学校、相原小学校、小山小学

校の 4校で実施しました。 

講師は、公益財団法人日本生態系協会にお願いしました。 

 

小中一貫ゆくのき学園（大戸小学校） 

2019年 6月 20日、3年生と 5年生の授業で実施しました。 

ビオトープでは、クロスジギンヤンマやモノサシトンボ、クロイトトンボ、ショウジョウト

ンボなどいろいろな種類のトンボのヤゴや成虫が見つかりました。 

 

 

 

町田第五小学校 

2019年 6月 21日に、5年生に授業で実施しました。 

ビオトープでは、クロメダカやその卵、ショウジョウトンボやクロイトトンボのヤゴ、成虫

などが見つかりました。 

 



相原小学校 

2019年 6月 27日に、3年生と 5年生の授業で実施しました。 

ビオトープではミズムシ、ヌカエビ、カワニナなどが見つかりました。 

 

 

小山小学校 

2019年 10月 21日に自由研究クラブの活動で実施しました。 

ビオトープではメダカ、ギンヤンマやシオカラトンボのヤゴ、カワニナやアメンボなどが見

つかりました。 

 

 


